
 

 

 

 

教育長定例記者会見 

  

 

 

 

＜広報事項＞ 

   

○令和８年７月－８月の広報事項＜教育委員会＞        ・・・・２ 

 

 

 

 

＜話題提供＞ 

 

〇令和８年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の 

    開催について ー県民の皆様への観戦・応援のお願いー 

別添：令和８年度全国高等学校総合体育大会放送予定表    ・・・・６ 

     

〇みらい共創科」の生徒による 

  「みらいの教科書」出版およびインターンシップについて  ・・・・７ 

 

〇甲南高校が立命館大学とメニュー対決！ 

  地元食材「甲美鶏」を使った薬膳バターチキンカレーを提供 ・・・・９ 

 

配布資料 

日時：令和８年７月 15日（水）11：00  

場所：会見室 
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令和８年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル 内容・会場 所属  問い合わせ先

随時
（申込団体の希
望する日時）

プラネタリウ
ム学習

総合教育センターでは、各季節の星の見え方や星
座物語をプラネタリウムで解説し、小学校や園
（所）における天体についての学習を支援しま
す。
　・会　場：滋賀県総合教育センター　本館
　・参加料：無料
　・対　象：小学生・幼児
　・内　容：希望に応じます
　・申込み：滋賀県総合教育センターＨＰ参照

総合教育セン
ター

科学教育係
077-588-2511

７月～９月

【県民アン
ケート】令和
８年度第１回
「滋賀県の高
校教育の在り
方に関するア
ンケート」実
施について

滋賀県教育委員会では、児童・生徒数の減少が見
込まれる中、県として目指すこれからの高等学校
教育の姿や県立高等学校の在り方について検討し
ています。
検討を進めていくにあたっての参考としますの
で、県民の皆様のご意見・ご提案をお寄せくださ
い。

・期間：令和８年７月～令和８年９月
・URL：https://ttzk.graffer.jp/pref-
shiga/smart-apply/surveys-alias/r807-koukou-
arikata1

魅力ある高校づ
くり推進室

内田
077-528-4578
（内線4578）

募集期間
7月1日（火）～
8月21日（金）

第20期『滋賀
の 教師塾』
塾生 募集

『滋賀の教師塾』とは、「滋賀で教員になりた
い」と思っている皆さんを応援し、支える取組で
す。仲間と互いに切磋琢磨して、目指す教師像を
確かなものにすること、実践的指導力を身につけ
ることを学びの目標としています。
仲間と共に学び、高め合い、滋賀の子どもたちの
学びを支える教員育成を目指します。

募集期間
7月1日（火）～ 8月21日（金）
通塾期間
令和8年9月19日（土）～令和9年3月13日（土）

教職員課
田中　美穂
077-528-4534
(内線4545）

7月20日(月)～
7月25日(土)

7月17日(金)
　13:00～

7月25日(土)
　10:00～11:30
　13:30～14:30

近江商人再生
プロジェクト

商業を学ぶ生徒25名が、県外各地を巡る６日間の
行商の旅に出ます。近江商人の伝統商法“諸国産
物廻し”を実践。三方よしの精神で、収益は災害
復興など福祉支援に寄付します。
（大阪→奈良→愛知→山梨→静岡→滋賀）

【出発式】
　会場：八幡商業高校

【最終日：市内販売】
　会場：アルプラザ近江八幡店、きてか～な
【最終日：帰校式】
　・会場：八幡商業高校

八幡商業高等学
校

池川　準人
田村　光宏
0748-32-2072

- 2 -



令和８年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル 内容・会場 所属  問い合わせ先

7月21日（火）
10:30～11:30

第50回 全国高
等学校 総合文
化祭 壮行会

7月26日から8月1日にわたって開催される、第50回
全国高等学校総合文化祭「あきた総文2026」に出
場する各部門の生徒代表が集う壮行会です。各部
門の意気込み発表やミニパフォ―マンスも行われ
ます。

会場：県庁東館７階大会議室
　　　一般参加不可（関係者のみ）

滋賀県高等学校
文化連盟（県立
長浜北星高等学
校）

小宮　直
0749-63-5590
（事務局直通)

7月22日（水）
～8月21日
（金）

令和8年度全国
高等学校総合
体育大会開催

今年度、近畿ブロックで全国高等学校総合体育大
会が開催されます。29競技に選手、監督など約650
名が出場します。滋賀県では（陸上競技、水泳、
バレーボール（女子）、ローイング、ホッケー、
ウエイトリフティング、フェンシング）の7競技が
開催されます。また、8月3日（月）には、滋賀ダ
イハツアリーナで総合開会式が行われます。

保健体育課
滋賀県高等学校
体育連盟

保健体育課
山田　收彦
（内線4627）

7月24日(金)
13:30～16:00

穴太衆を知る
講座

「熊本城の奇跡の一本石垣はすごくないか？」
「滋賀県の穴太衆も関わっているらしいが、毎日
見ている石垣や穴太衆について僕たちは何も知ら
ないんじゃないか」生徒の一言から始まった研
究。穴太衆の技術や職人集団の美学を学び、深い
地域研究につなげたいと思います。講座での学び
をより深いものとするため、13日放課後には本校
卒業生で日本史専攻の学生による勉強会を開催予
定です。

・会場　大津市歴史博物館
・講師　杉江弘氏(大津市歴史博物館館長)
・対象　膳所高校図書委員会・一般生徒、教職員

膳所高等学校
山下　清美
077-523-2304

7月27日（月）
   28日（火）
【29日（水）
    予備日】

第79回中学校
夏季総合体育
大会兼滋賀県
民総スポーツ
の祭典
第79回滋賀県
民スポーツ大
会（中学の
部）

中学校教育の一環として、県内中学生の年間最高
の大会としてスポーツを振興発展させ、高いレベ
ルでの競技を展開させるとともに、スポーツ精神
の高揚をはかる。また、明朗にして活力ある豊か
な中学生の育成に寄与する。

※会場につきましては、滋賀県中学校体育連盟HP
をご覧ください。

保健体育課
滋賀県中学校体
育連盟

若宮　隆洋
077-528-4619
（内線4619）

7月31日（金）
13：00～16：30

令和８年度
びわ湖フロー
ティングス
クール
教職員研修会

琵琶湖博物館と連携を図り、教職員がびわ湖フ
ローティングスクールの教育方針および教育内容
についての理解を深めるとともに、びわ湖学習の
体験を通して、学校の授業において教職員が探究
的な学びを展開できるようにします。
　会場：琵琶湖博物館
　参加者：県内の研修を希望する教職員等

びわ湖フロー
ティングスクー
ル

坂口　竜太
077-524-8225
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令和８年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル 内容・会場 所属  問い合わせ先

8月5日（水）
14:00～16:15

令和８年度
「しが生徒会
オンライン交
流会」

県内や県外の中学校をオンラインで結び「しが生
徒会オンライン交流会」を開催します。
テーマごとに分かれてグループ協議を行い、今後
の生徒会活動の充実につながるよう話し合う予定
です。
　・会場：県庁新館4階教育委員会室
　　　　　各学校
　・方法：ZOOMによるオンライン会議

幼小中教育課
藤　正道
077-528-4665
（内線4665）

8月18日（火）
10:00～15:00

きて・みて・
しって　盲学
校
with 甲良養護
学校 鳥居本養
護

視覚障害者への理解を高めることを目的に、『き
て・みて・しって盲学校』を開催します。視覚障
害支援グッズに触れていただいたり、視覚障害に
関する体験をしていただけます。
　また、盲学校近隣２校の特別支援学校の魅力に
ついても紹介します。
・会　場　：ビバシティ彦根　センタープラザ
・対　象　：どなたでも(随時参加可）
・参加料　：無料

滋賀県立
盲学校

辻　靖之
0749-22-2321

８月19日（水）
～８月27日
（木）

第１回「しが
しごと検定」

県立特別支援学校高等部生徒を対象に、「しがし
ごと検定」（技能検定）を開催します。就労意欲
の向上や就労に必要な態度や技能を高めるため、
企業に協力いただき、学校と連携して学習に取り
組んでいます。

【各種目の開催日と会場】
○運搬陳列　[８月19日～21日]
　会場：長浜北星高等養護学校
○接客　[８月27日]
　会場：北大津高等養護学校
○清掃メンテナンス　[８月24日、25日、26日]
　会場：愛知高等養護学校
○事務補助[８月25日]
　会場：聾話学校

※種目ごとの日程は、受検生の人数によって変更
する場合がある。

特別支援教育課
小林　徹也
077-528-4643
（内線4643）

8月22日(土)
　　～9月末日

甲南高校 vs立
命館大学　地
域産品を使用
したメニュー
開発および販
売対決

生徒がひなから育てた鶏肉を使い、生徒が開発し
た薬膳カレーメニューを土山ＳＡで販売します。
立命館大学も別途メニューを開発し、売り上げ対
決をします。
・期間　令和８年８月２２日（土）～９月末日
・場所　新名神高速道路土山ＳＡ（上り・下り）

甲南高等学校

全体
後藤　龍一

鶏肉
中尾　素子

薬膳カレー
廣濱　孝幸
0748-86-4145

8月23日（日）
10:30～17:00

令和８年度
スーパーサイ
エンスハイス
クール事業サ
イエンスプロ
ジェクト第２
回

膳所高校と県内連携校の生徒が、京都先端科学大
学の教員および留学生の支援を得て、「不便益」
によって社会課題を解決する方法について考え、
提案します。
・会場：京都先端科学大学工学部構内
・対象：膳所高校および連携校のプロジェクト生

膳所高等学校

教頭
阿武朗広
SSH室長
小島孝弘
077-523-2304
(代表)
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令和８年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル 内容・会場 所属  問い合わせ先

8月24日(月)
　　～29日(土)

甲南新発見
フェスタ

高校４系列および高等養護の取組内容のパネル展
示、農産物・製作物等の販売、ワークショップ、
発表等を行う。また、サッカー部や弓道部、体力
づくり部による体験教室も実施する。
・会場　アル・プラザ水口店
・対象　どなたでも（未就学児・小中学生を含
む）
※体験教室は、参加希望者数等により、当方で順
番の整理等をさせていただく場合があります。

甲南高等学校

教頭
後藤　龍一

教務主任
尾形　亜紀

0748-86-4145

8月25日（火）
15：30～16：30

令和８年度
教職員見学乗
船

令和8年度児童学習航海の乗船指導に際し、新船の
内部構造の理解や船内設備の使用方法について研
修を行い、びわ湖学習を体験することで、びわ湖
フローティングスクールの教育方針および教育内
容についての理解を深めるとともに、探究的な学
びと育ちのある安全な学習航海が展開できるよう
にします。
・会場：学習船「うみのこ」
・参加者：県内の見学を希望する教職員等

びわ湖フロー
ティングスクー
ル

坂口　竜太
077-524-8225
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提供年月日：令和８年(2026年) ７月 15日 
部 局 名：教育委員会 
所 属 名：保健体育課 全国高校総体推進室 
係 名：競技・式典係 
担 当 者 名：前出 
連絡先(内線)：077-528-3721（3721） 
Ｅ - m a i l：ma08-ih@pref.shiga.lg.jp 

 

 

令和８年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の開催について 

―県民の皆様への観戦・応援のお願い― 
 

１週間後となる７月22日から、令和８年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）を近畿２府４県

で開催し、滋賀県では７月30日より競技種目別大会が幕を開けます。改めて滋賀県開催競技や観戦情報、

会場でのおもてなし活動についてお知らせしますので、ぜひ観戦・応援にお越しください。 

 

1. 大会日程・観戦案内 

※その他トーナメント表等の情報は公式ホームページおよび公式 Instagramで発信していく予定です。 

※駐車場は、台数に限りがございますので、可能な限り公共交通機関等をご利用ください。 

 

2. 放送予定等 

   インターハイの競技の様子は、「NHK」「J SPORTS」のほか、「インハイ.tv」のウェブサイトから

もご覧いただくことができます。詳細は別紙をご覧ください。 

 

3. 競技会場での取組 

（１）県内高校生によるおもてなし活動 

  各競技会場でおもてなしパンフレットやオリジナルグッズを配布します。 

（２）開催市によるおもてなしブースの設置 

   競技会場となる市がそれぞれの会場で地元特産品や飲食物を販売します。 

（３）ペットボトルの再資源化 

   従前までの大会では持ち帰りをお願いしていた空のペットボトルですが、今大会の一部会場（総

合開会式、水泳、バレーボール（女子）、ローイングおよびフェンシング）では分別等が行われた

ものを資源として回収します。回収したペットボトルは、企業と連携して再資源化し、環境先進

県として環境への負荷を減らした大会運営を目指します。 

記者発表資料 
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提供年月日：令和●年(●年) ●月●日 

部 局 名：教育委員会 

所 属 名：●課 

係 名：●係 

担 当 者 名：● 

連絡先(内線)：077-528-●（●） 

Ｅ - m a i l：●●@pref.shiga.lg.jp 
 

 

「みらい共創科」の生徒による「みらいの教科書」制作 

およびインターンシップについて 
 
県立守山北高等学校の「みらい共創科」（1・2年生在籍）の生徒が、大津市に本社を置く出版社「紫

洲書院」の協力のもと、探究学習の成果をまとめた「みらいの教科書」を制作しました。 

学校設定教科「みらい共創」の授業内容を、生徒・教員・出版社の協働によりまとめ、今後の「み

らい共創」の授業で活用する「教科書」を作る試みです。「普通科」における協働学習や地域連携活動に

ついて、中学生の進路指導や他の高校の「総合的な探究の時間」の参考書にもなると考えています。 

また、今年度、「みらい共創」の授業としてインターンシップを守山市内で実施、守山市役所市民協働課

では高校生が初めてインターンシップを行います。 

 

◇【みらいの教科書】 

 『みらいの教科書』収録項目概要 

- STEP 1「共創」ってなに？ 学び合える環境をつくる 

- STEP 2「みらい共創」のロードマップ 

- STEP 3 地域フィールドワーク：中山道、琵琶湖、農業体験 

- STEP 4 企業フィールドワーク：GUNZE＆しがとせかい 

- STEP 5 地域に飛び出す地域連携プロジェクト 

- STEP 6 インターンシップの流れと職業見学との違い 

- STEP 7 自己分析をしてみよう 

- STEP 8 気になる業界・地域の企業リサーチ 

- STEP 9 ポートフォリオづくりと進路選択 

- STEP 10 もっと深く！ まちへ「地域協働研究同好会」 

- STEP 11 先輩から、新しい仲間へのメッセージ 

- STEP 12「みらいの漫画」 

＜教科書の表紙＞ 

＜生徒による編集会議＞ 

 

記 者 発 表 資 料 

提供年月日：令和８年（2026年）７月 15日 

部 局 名 ：県教育委員会 

所 属 名 ：滋賀県立守山北高等学校 

係   名：教務課 みらい共創推進室 

担当者名：麥谷（みらい共創科主任）・佐々木（教頭） 

連 絡 先 ：077-585-0431 

E - m a i l ：morikita-h@ms.pref-shiga.ed.jp 
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◇【インターンシップについて】 

守山市を中心とした地域資源を探究学習に活かすため、7 月・8 月にインターンシップを実施しま

す。なかでも守山市役所市民協働課では、高校生が初めてインターンに参加します。 

 

(1) 目的 

① 探究学習と実社会をつなぐ学び 

守山市周辺の企業や福祉施設、行政機関を学びのフィールドとし、実際の業務体験を通して地域課

題や組織の役割・理念を学ぶ。単なる就業体験ではなく、現場での気づきから自ら問いを立て、探

究活動を深めることを重視する。 

 

② 自己理解とキャリア形成の推進 

地域で働く人々との関わりや実践的な経験を通して、自身の強みや興味・関心を見つめ直す。イン

ターンシップで得た学びを進路選択や将来のキャリア形成につなげ、主体的に自らの未来を描く力

を育成する。 

 

(2) 受け入れ先  

 

インターンシップ先 日 程 参加 

人数 

主な体験内容 

守山市役所 市民協働課 ８月１７日～１９日 2 名 市民協働課業務や「行政と地域の関わり」説明、市役所

若手職員や地域住民との交流・意見交換。地域課題に対

する企画提案。 

日本マタイ ７月２８日～２９日 4 名 工場内作業体験、従業員インタビュー 

三社電機 ８月５日～７日 3 名 工場内作業体験、従業員インタビュー 

しがとせかい ８月３日～５日 2 名 しがまち図書館の広報活動の仕事、アイディア出し 

ゆいの里（介護） ７月２９日～３１日 2 名 デイサービスの現場で介護の現場を知る。高齢者との関

わり方を知る。 

すみれ保育園 ７月２９日～３１日 2 名 保育士の仕事、子どもと関わる 

NeoestLog 

by あんくるトム 

７月２８日～３０日 2 名 美容師の仕事を体験 

flower shop 花の森 ７月２８日～３１日 2 名 花の販売、フラワーアレンジのお手伝い 

グンゼ包装システム ８月３日～５日 2 名 工場内作業体験、従業員インタビュー 

セトレマリーナびわ湖 ７月３０日～８月１

日 

1 名 ウェディングプランナー（ブライダル専門学校志望） 

びわこ成蹊スポーツ大学  ７月２７日～２９日 2 名 スポーツ学の講義・サッカー部の練習に参加 

成安造形大学 ８月１９日～２１日、

２６日 

2 名 夏の集中講義を大学生と一緒に受ける。テーマは街づく

り・地域課題 

佐川美術館 ７月２８日～２９日 1 名 学芸員の仕事、作品の整備など 

びわ湖ベース ７月２７日～２９日 1 名 湖魚の飼育、展示スペース作り 

文化財プランナー ７月２８日～２９日 2 名 守山市が保管する古文書の解読や撮影のお手伝い 
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甲南高校が立命館大学とメニュー対決！ 

地元食材「甲
こう

美
み

鶏
どり

」を使った薬膳バターチキンカレーを提供 
 

甲南高校と立命館大学が、「土山サービスエリア感謝フェア」において、地元食材を活用し

たメニュー対決を実施します。 

甲南高校では、『しが未来クラフトプロジェクト』の一環として、系列間連携による取組を

進めています。「生物と環境」系列の生徒たちは、地元の美冨久酒造株式会社の酒粕を飼料と

して育てた独自ブランドの「甲美鶏」を、ひなから成鶏まで

大切に飼育しています。そして今回、その鶏肉を使い、「バ

イオとかがく」系列の生徒たちが、「くすり」の研究で培っ

た分析力を生かして薬膳バターチキンカレーのレシピを考案

しました。 

鶏の飼育では、よりおいしい鶏肉になるよう放し飼いを取

り入れたり、飼料の配合を工夫したりしながら、丁寧に育て

てきました。また、レシピ開発では、フードコートで気軽に

味わってもらえるよう、子どもから大人まで楽しめる味を目

指して試作と改良を重ねました。鶏肉のうまみとバターの香りが食欲をそそり、暑い夏を元

気に乗り切ることができる一品に仕上がっています。 

この「薬膳バターチキンカレー」は、8月 22日から 9月下

旬までの期間限定で、土山サービスエリアのフードコート「ま

んぷく食堂」にて提供されます。 

一方、立命館大学食マネジメント学部も、地元食材を活用

したメニュー「夏のすきやき」を開発しました。同メニュー

は、同期間中に土山サービスエリアのレストラン「近江スエ

ヒロダイニング The Beef」で提供されます。 

8月 18日には、甲南高校と立命館大学の合同メニュー発表

会が予定されています。大学生との交流が高校生の刺激とな

り、新たな学びにつながってくれることを期待しています。 

甲南高校の「薬膳バターチキンカレー」、立命館大学の「夏

のすきやき」は、いずれも生徒たち・学生たちの思いが詰まった自信作です。期間中は両メニ

ューの総売上額を競い、最終的な勝敗を決定します。地域連携と高大連携を活かした今回の

取組、生徒たち・学生たちへの応援をどうぞよろしくお願いします！ 

 

概要 ■ 内容 地元食材を活用したメニュー対決（甲南高校 vs. 立命館大学） 

■ 日時 令和 8 年 8月 22日（土）～9 月下旬 

■ 場所 土山サービスエリア（上り線・下り線） 

記者発表資料 

提供年月日：令和８年（2026年）７月 15日 

所 属 名 ：滋賀県立甲南高等学校 

担当者名 ：教頭 後藤 龍一 

連 絡 先 ：0748-86-4145 

E - m a i l ：ma76e@ms.pref-shiga.ed.jp 

（試作品です） 
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